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「池モンをさがせ！（１）」 

お茶の水女子大学附属小学校 田中 千尋 

 

※この稿は「一瞬の理科」（露木和男先生と共著）に

掲載した文章で、「ですます調」で書かれています。 

 

１、「池モン」の宝庫「ライオン池」 
 私の勤務する小学校には、校庭の隅に壁泉（へきせ

ん）というものがあります。ライオンの口から水が流

れているので、子ども達は「ライオン池」と呼んでい

ます。小さな池ですが、子どもという「人種」は水辺

が大好きなので、このエリアは非常に人気のある遊び

場になっています。池には意図的に水草（例えばヒシ）

が植えられ、ヤゴ、メダカ、オタマジャクシなどがい

つのまにか繁殖し、なかなか優秀な観察環境を作って

います。いわば「風致された人工池」なのです。 

 
「ライオン池に集まる子どもたち」／C.Tanaka 

 
 こんな環境なので、実にたくさんのプランクトンが

生息しています。植物性・動物性・その中間のような

存在、姿、形、大きさも多種多様で、まさに「池モン

スター」（略して「池モン」）の宝庫なのです。これを

教材に使わないテはありません。５年生のメダカの成

長の単元では、顕微鏡を使ってプランクトンの観察を

します。その活動でも子ども達はさまざまな一瞬に出

会うチャンスがあります。 
 
２、ＬＥＤ照明付き顕微鏡というすばらしい機器 
 顕微鏡という機器は、さまざまな「一瞬」を捕らえ

る、強力な武器になります。まずどの理科教師でも観

察させるのがメダカの卵でしょう。水草に卵を産ませ

て、それを観察するのが一番いいのですが、私はメダ

カの卵専門の研究所から、観察適期の卵を購入してい

ます。その研究所では、「何月何日に、およそこのぐ

らいの成長過程のメダカの卵を５０個欲しい」と注文

しておくと、ドンピシャで配達してくれます。見事と

しか言いようがなく、「メダカに授業を合わせる」の

ではなく「授業に合わせてメダカが来てくれる」とい

う感じです。 

 
 私の職場で使っている顕微鏡は、充電式のＬＥＤ照

明付で、ピント合わせや明るさ調整も容易で、安価な

割に非常に使いやすい機種です。毎年同じ機種を少し

ずつ買い足して、現在はほぼ人数分あります。そのＬ

ＥＤ顕微鏡でメダカの卵を観察すると、もう大変です。 

 

「メダカの卵」 LED 照明付の顕微鏡で撮影。 
 

・「あ！あーー！目が見える。こっちを見てる！」 
・「心臓が見えた！卵の中に心臓がある。ヤバイ！」 
・「血管が見える。血管の中を玉（血球）が動いてる。」 

（つづく） 


